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鮮やかな着物や真新しいスーツに身を包んだ新成人が、鮮やかな着物や真新しいスーツに身を包んだ新成人が、
笑顔で新たな門出を祝いました。（関連は４～５ページ）笑顔で新たな門出を祝いました。（関連は４～５ページ）
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携
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報
連
携
本
格
運
用
開
始

ますます
便利に「

情
報
連
携
本
格
運
用
」
？･･･

ち
ょ
っ
と
そ
の
前
に

ど
う
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
の
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

情
報
連
携
本
格
運
用
開
始

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
一
人
一
人
に
指
定
さ

れ
た
12
桁
の
番
号
で
す
。
こ
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
に
よ
っ
て
「
本
人
か
ど
う
か
、

個
人
を
特
定
し
や
す
く
」な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
機

関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
番
号
で
個
人
の
情

報
を
管
理
し
て
い
た
の
で
、「
そ
の
人
が

本
当
に
ど
れ
だ
け
お
金
を
も
ら
っ
て
い

る
の
か
」「
ど
ん
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
把
握
す
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
基
づ
き
、
専
用

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、

異
な
る
行
政
機
関
の
間
で
行
政
手
続
き

に
必
要
な
情
報（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含

ん
だ
個
人
情
報
）を
や
り
と
り
す
る
こ

と
を
『
情
報
連
携
』
と
い
い
ま
す
。
こ

の
情
報
連
携
の
本
格
運
用
が
11
月
13
日

の
に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
よ
っ
て
情
報
の
確
認
が
し
や
す

く
な
り
、
社
会
保
障
の
給
付
を
よ
り
正

確
に
、
時
間
も
短
縮
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
税
や
社
会
保
障
の
負
担
を
不

当
に
免
れ
る
こ
と
や
、
不
正
に
受
給
す

る
こ
と
が
な
く
な
り
、
公
平
・
公
正
な

負
担
と
給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

か
ら
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

本
格
運
用
が
開
始
す
る
と
、
社
会
保

障
・
税
・
災
害
対
策
の
各
種
行
政
手
続

き
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
が
役

場
窓
口
に
提
出
も
し
く
は
提
示
す
る
必

要
が
あ
っ
た
書
類
の
一
部
を
省
略
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 就職したら

税を納める手続きや雇用保険の手続
きなどで勤務先に提供

マイナンバーの利用例

 年金を受けとるとき

年金給付の手続きをするため、年金
事務所に提供

 口座を開設したいとき

資産運用の手続きなどで口座を開設
するときに、銀行や証券会社に提供

 子どもが生まれたとき

児童手当や出産育児一時金などの申
請時に、村や健康保険組合に提供

 不測の事態で困ったとき

〇 失業してしまった場合、雇用保険
の給付のための手続きでハロー
ワークに提供
〇 災害に見舞われた場合、支援制度
を利用するため、村に提供

例えば、こんなとき。他
にも人生のいろいろなス
テージで関係してきます。

今まで必要だった添付書類が･･･

情報連携により省略できます！
※事務によっては、引き続き提出をお願いする場合があります。
※個別の事務手続の際には、各課の案内を必ずご確認ください。



3

情
報
連
携
で
行
政
手
続
き

の
書
類
を
簡
略
化

手
続
き
の
際
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
で
あ
り
、
本

人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
す
。

本
人
確
認
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
か
、
持
っ
て
い
な
い
か

で
異
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
そ
の
カ
ー
ド
1
枚
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
身
分
確
認
が
で
き
ま
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
確
認
で
き
る
も
の
の
他
、
運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
身
分
を
確

認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

な
お
、
代
理
人
が
手
続
き
を
す
る
際

に
は
、
申
請
者
や
代
理
人
の
本
人
確
認

の
他
、
原
則
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
省
略
で
き
る
書
類
や
身
分
を
確
認

で
き
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
各
種
事
務

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
役
場
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■書類の省略が可能な手続の例
手続きと省略書類 担当窓口

障害福祉サービスの手続き
　→住民票、所得証明書の省略

保健福祉課
（福祉係）

児童手当の手続き
　→所得証明書の省略

※ 上の例以外の手続きは、担当課までお問い合わ
せください。

手続時の本人確認方法

マイナンバーカードを
持っていない人

マイナンバーカードを
持っている人

マイナンバーカード
（プラスチック製）

通知カード
（紙製）

身分を確認
できるもの

パソコンやスマホで申請

パソコンやスマートフォンで顔写真を
撮影し、交付申請用ウェブサイトにア
クセスして、画面に従って必要事項の
入力や写真を添付し申請します。

カードを受け取るとき

申請してから１か月程度で、交付通知
書（はがき）がお手元に届きます。交付
通知書が届いたら、役場総務課住民係
でお受け取りください。
▶問い合せ先　役場総務課住民係

郵便で申請

● 通知カードに付いている「個人番号
カード交付申請書」に記入・押印し、
顔写真を貼り付けます。
● 記入内容に間違いがないか確認し、
送付用封筒（※）に入れて、郵便ポス
トに投函します。

※ 送付用封筒に記載の差出有効期間に関わら
ず、平成31年５月31日までそのまま使用す
ることができます。

マイナンバーカードをつくりませんか
　マイナンバーカードは、マイナンバーが
記載された顔写真付きのICチップを搭載し、
本人確認書類としても使える便利なカード
です。また、マイナンバーカードを利用し
て情報連携の記録閲覧や自己情報の表示を
行える「マイナポータル」の使用ができま
す（マイナンバーカードに電子証明書が付い
ている必要があります）。マイナンバーカー
ドは、パソコンやスマートフォン、郵便を
使って交付申請することができます。
▶問い合せ先
　交付申請のこと…役場総務課住民係
　マイナポータルのこと…役場企画課
■マイナンバーカード交付申請
　マイナンバー通知カードの下部分が、交
付申請書です。申請方法は右の通りです。
※ 平成27年10月以降に住所や名前が変
わった人は使えません。新しい申請書が
必要な人は、役場総務課住民係へお問い
合わせください。

通知カード

マイナンバー制度情報連携本格運用開始

運転免許証や
健康保険証など

または
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式
典
に
は
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ

や
色
と
り
ど
り
の
華
や
か
な
振
り

袖
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
91
人
中

68
人
が
出
席
。

　

式
典
で
は
ま
ず
、
堤
村
長
が

「
皆
さ
ん
に
は
、
前
途
洋
々
の
未

来
が
待
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
可

能
性
を
信
じ
、
多
く
の
出
会
い
と

努
力
を
積
み
重
ね
、
目
標
に
向

か
っ
て
邁
進
さ
れ
、
大
き
く
飛
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
」
と
式
辞
。

　

青
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
兵
藤

寛
山
さ
ん
と
横
坂
絵
里
加
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
新
成
人
を
代
表
し
て
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
催
さ
れ
た
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
中
学
校
時
代
の
恩

師
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ

た
ほ
か
、
成
人
式
運
営
委
員
の
企

画
に
よ
る
大
抽
選
会
や
、
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
お
笑
い
芸
人
・
な
べ

や
か
ん
氏
が
登
場
し
、
新
成
人
の

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
、
友
人
や
恩
師

と
の
懐
か
し
い
再
会
を
喜
び
合
い
、

笑
顔
と
と
も
に
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

第
60
回
昭
和
村
成
人
式

が
１
月
７
日
、
村
公
民
館

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

喜びと希望を胸に91人が成人の門出
第60回昭和村成人式第60回昭和村成人式

新成人紹介（敬称略）成人式を企画・運営しました！
▶永井上…諸田悠也　▶入原上…星野和也　▶入原下…大森萌未、堤穂

乃佳、藤井玲菜　▶藤井…生方祐太　▶宮貝戸…星野昌子　▶根岸…中

嶋元暉、中川鈴菜　▶伏田…竹之内惟吹、竹之内康希　▶鎌沢…太田樹、

齋藤俊、澤口司、今井一那、綿貫陽菜　▶森下上…大島力也、金井瑞希

　▶森下中…中島幸則、原澤豪志、真下一樹、真下昂輝　▶森下下…林

紀宏、岡田莉奈、古市菜月、吉澤侑希　▶入沢…飯塚友規▶三ツ谷…青

木貴大、樋口司、兵藤寛山、太田菜摘、茂野愛梨、横坂絵里加　▶橡久

保北部…新木聖弥、鈴木佳奈実　▶橡久保南部…青木仁、新木麗次　▶

吹張…髙橋竜二、星亮汰、新木奈々、木檜茉依、渡辺みゆき　▶宿…小

野駿介、加藤祐哉、髙橋亮、新木沙耶、小野みやび、加藤真未　▶常木

…金子里緒、中村朱里▶滝寺…後藤匠、佐藤咲良、萩原生成　▶南内出

…⻆田匡駿　▶上内出…林悠平、戸部由香、山口遼　▶田岸…横坂尚也、

梅沢美咲、　▶滝久保…反町将太、石井葵、林亜美　▶池原…関上直樹、

横坂豪大　▶生越…林わこ　▶長者久保…星野寿朋　▶大河原…原泰輝、

石井瑠華、熊谷瑞奈、関柚奈、松井あかり　▶赤城原第一…木村侑加　

▶赤城原第二…山田麟、君田しをり、南沢栞　▶松ノ木平第二…阿部侑也、

倉澤豊、佐々木理奈

　今回の成人式を企画した成人式運営
委員の皆さん。会議を重ね、手づくりの
暖かい成人式で会場を盛り上げました。

▶同委員の皆さん（敬称略）･･･林紀宏、
岡田莉奈、樋口司、新木沙耶、石井葵、
堤穂乃佳、澤口司、林悠平、真下昂輝、
石井瑠華、兵藤寛山、小野みやび、横
坂絵里加
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私
に
と
っ
て
こ
の
５
年
間
は
仲
間

の
大
切
さ
、
そ
し
て
親
へ
の
感
謝
を

再
確
認
さ
せ
ら
れ
る
時
間
で
し
た
。

私
は
１
年
間
浪
人
を
経
験
し
ま
し
た
。

現
役
で
は
志
望
校
に
は
行
け
ず
、
親

に
は
本
当
に
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。

浪
人
生
活
は
自
分
自
身
と
向
き
合

う
時
間
が
続
き
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や

責
任
が
の
し
か
か
り
精
神
的
に
か
な

り
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。「
も

う
辞
め
た
い
」
そ
う
思
っ
た
時
に
励

ま
し
て
く
れ
た
の
が
、
昭
和
中
の
友

人
で
し
た
。
そ
ん
な
仲
間
が
い
た
か

ら
こ
そ
、
受
験
も
成
功
し
、
今
の
私

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
日
こ
の
場
に
出
席
で
き

た
の
も
、
両
親
の
お
陰
で
す
。
生
ま

れ
た
そ
の
日
か
ら
私
た
ち
の
手
を
握

り
、
共
に
笑
い
、
共
に
泣
い
て
く
れ

た
両
親
。
ど
ん
な
時
で
も
最
善
の
距

離
で
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
親
へ

の
感
謝
を
胸
に
立
派
な
大
人
に
な
る

た
め
、
日
々
努
力
し
続
け
ま
す
。

　

本
日
、
成
人
の
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、「
大
人
」
と

し
て
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
能
力

は
、
主
体
性
、
協
調
性
、
実
行
力
、

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
、

様
々
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
力

は
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
必
要
に

な
る
と
同
時
に
、
そ
の
中
で
伸
ば

せ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
大
学
で
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

や
演
劇
の
研
究
を
し
て
い
る
教
授
に

出
会
い
、
そ
の
先
生
の
研
究
室
に
入

れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
先
生
の
ゼ
ミ
を
選
ん
だ
の
は
、

演
劇
に
興
味
が
あ
っ
た
の
は
も
ち
ろ

ん
、
文
献
を
読
み
込
む
楽
し
さ
を
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
教
授
と
の
出
会
い

も
あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
角
度
か
ら

物
事
を
捉
え
、
追
求
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
出
会
い
の
中
で
知
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
は
自
ら
で
考
え
、
発

見
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
と
親
へ
の
感
謝
を
胸
に

出
会
い
や
関
わ
り
を
大
切
に

第60回昭和村成人式第60回昭和村成人式

①なべやかん氏が登場しゴム
パッチン　②司会の澤口さん
（左）と小野さん（右）③堤村長から
記念品贈呈　④厳かに始まった
式典　⑤盛り上がるパーティー
⑥式後にみんなで　⑦大抽選会
⑧久々の再会を祝して　⑨式典
前のひととき　⑩国歌斉唱

⑧⑧

⑨⑨⑦⑦⑥⑥

⑤⑤

④④

②②

③③

①①

⑩⑩

青
春
メ
ッ
セ
ー
ジ 

（
抜
粋
）

兵藤　寛山さん
（三ツ谷）

横坂　絵里加さん
（三ツ谷）
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第
36
回
「
わ
た
し
と
家
族
」
作
文
発
表
会
が

１
月
20
日
、
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
村
内
各
小
中
学
校
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
577
作
品
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀

作
文
11
人
、
佳
作
24
人
の
児
童
生
徒
に
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
た
ほ
か
、家
族
へ
の
花
束
の
贈
呈
、

優
秀
作
文
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
作
文
の
表
彰
を
受
け
た
11
人
の
児
童
生

徒
は
壇
上
で
家
族
を
隣
に
、
大
切
な
家
族
へ
の

日
ご
ろ
の
想
い
や
感
謝
の
気
持
ち
を
綴
っ
た
作

文
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 

優
秀
賞 　

▼
東
小
…
田
口
慈
人
、
石
井
音
々
葉

大
切
な
家
族
へ
の
想
い
を
発
表

優秀作文の表彰を受けた児童・生徒と家族の皆さん

１
月
〜
２
月

　

村
主
催
に
よ
る
新
年
を
祝
う

賀
詞
交
歓
会
が
１
月
８
日
、
行

政
関
係
者
や
村
内
企
業
・
各
団

体
関
係
者
、
村
ふ
る
さ
と
大
使

ら
お
よ
そ
200
人
を
招
き
、
村
公

民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
堤
村
長
の
主
催

者
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め
、
加
藤

議
長
の
ほ
か
村
内
外
の
行
政
機

関
、
企
業
や
経
済
団
体
な
ど
の

代
表
者
の
方
々
よ
り
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
新
年
の
訪
れ
を
祝
い

ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
生
越
太
鼓
の
皆

さ
ん
に
よ
る
見
事
な
演
奏
が
披

露
さ
れ
、
和
太
鼓
の
響
き
が
式

典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催輝かしい新年を祈念し乾杯

り
組
ま
れ
、
本
村
の
農
業
の
振
興
、
生
活
環
境
、

教
育
、
文
化
、
ま
た
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
糸
之
瀬
農

業
協
同
組
合
理
事
、
村
農
業
委
員
な
ど
、
村
の

要
職
を
歴
任
し
、
多
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
今
回
の
受
章
に
あ
た
り
「
叙

勲
の
栄
誉
を
い
た
だ
き
光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

　

元
村
議
会
議
長
の
加
藤
芳
夫
さ
ん
（
常
木
）

が
旭
日
單
光
章
を
受
章
し
、
２
月
５
日
に
加
藤

さ
ん
の
自
宅
で
勲
記
と
勲
章
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
に
昭
和
村
議
会
議

員
に
当
選
以
来
、
３
期
12
年
に
わ
た
り
在
職
。

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
を
経
て
、
平
成
２
年

か
ら
４
年
間
は
議
長
と
し
て
、
議
会
の
円
滑
な

運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
昭
和
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
、中
学
校
の
統
廃
合
、

赤
城
西
麓
土
地
改
良
事
業
等
、
村
が
抱
え
て
い

た
重
要
課
題
に
、
村
と
協
働
し
て
積
極
的
に
取

元
議
長
の
加
藤
芳
夫
さ
ん
に
旭き

ょ
く

日じ

つ

單た

ん

光こ

う

章し
ょ
う

受章された加藤芳夫さん

▼
南
小
…
高
橋
寧
々
、
武
井
佑
季
奈
、
見
城
心

聖　

▼
大
河
原
小
…
吉
澤
由
衣
、
阿
部
岳
琉　

▼
昭
和
中
…
倉
沢
優
月
、
石
澤
ひ
な
の
、
飯
塚

悠
人
、
金
子
凛

 

佳
作 　

▼
東
小
…
原
澤
直
之
、
須
田
琉
菜
、
錦

織
春
風
、
加
藤
大
輝　

▼
南
小
…
堤
大
偉
也
、

新
木
亨
菜
、金
井
大
知
、松
井
虹
介
、鶴
渕
美
月
、

茂
野
優
陽
、
金
井
秀
五
、
竹
之
内
乙
恋
、
綿
貫

花
音　

▼
大
河
原
小
…
星
野
逞
、⻆
田
心
々
夢
、

佐
々
木
貴
也
、
髙
𣘺
祭　

▼
昭
和
中
…
新
木
那

茅
、
鈴
木
崇
久
、
髙
𣘺
周
子
、
林
佳
宏
、
脇
本

直
、
七
五
三
木
吉
充
、
フ
ン
テ
ィ
ラ
・
シ
ャ
ン

デ
ル
・
ユ
リ
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吉
野
藤
彦
氏
さ
ん
に
農
業
振
興
船
津
賞

受賞した吉野藤彦さんと妻の一江さん

　

吉
野
藤
彦
さ
ん（
赤
谷
）に
１
月
22
日
、
伊
勢

崎
市
で
開
催
さ
れ
た
群
馬
県
農
業
委
員
会
活
動

推
進
研
修
会
の
席
上
、
群
馬
県
農
業
振
興
船
津

賞
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
上
毛
か
る
た
に
も
登
場
す
る
、

日
本
の
農
業
発
展
に
大
変
尽
力
さ
れ
た
船
津
伝

次
平
翁
の
業
績
を
顕
彰
し
、
昭
和
35
年
に
創
設

さ
れ
、
毎
年
県
内
の
農
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

模
範
農
家
お
一
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

吉
野
さ
ん
は
、カ
ナ
ダ
で
酪
農
経
営
を
学
び
、

帰
国
後
に
農
業
生
産
法
人
を
設
立
。
雇
用
条
件

の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
堆
肥
を
牧
草
地
に

還
元
す
る
こ
と
で
飼
料
の
生
産
を
行
う
、
環
境

に
優
し
い
経
営
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
乳
量
の
増
大
と
品
質
の
向
上
を
図
る

た
め
の
施
設
を
い
ち
早
く
導
入
す
る
な
ど
大
規

模
酪
農
経
営
の
先
駆
者
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
経

験
を
県
内
外
の
農
家
に
積
極
的
に
広
め
、
酪
農

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
大
変
嬉
し
く
、
ま
た
、
堤
村
長
を

は
じ
め
農
業
委
員
会
や
村
の
皆
さ
ん
ら
の
応
援

が
あ
っ
た
か
ら
受
賞
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
先
、歳
を
重
ね
て
も
夢
や
目
標
を
持
ち
続
け
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

学
校
給
食
試
食
会
を
開
催反町栄養士と給食を味わう参加者

束
力
と
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
一
年
を
通
し
ポ
ン
プ
操
法
の
練
習
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
点
検
や
火
防
周
り
な
ど
、
消
防

団
員
の
姿
や
ポ
ン
プ
車
を
村
民
に
見
せ
る
こ
と

で
、
皆
さ
ん
の
防
火
・
防
災
意
識
も
高
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
感
謝
の

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら
の
激
励
の
言
葉

を
受
け
、
団
員
た
ち
は
今
年
一
年
の
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
各
分
団
で
は
火
防
周
り
や
防
火

水
槽
の
点
検
清
掃
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
防
災
の
要
・
消
防
団
が
出
初
式

　

昭
和
村
消
防
団（
諸
田
光
二
団
長
）は
１
月
６

日
、
多
目
的
屋
内
運
動
場
で
出
初
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
典
に
は
、
団
員

や
役
員
、
来
賓
な
ど
お
よ
そ
100
人
が
出
席
。

　

新
年
の
あ
い
さ
つ
で
堤
村
長
は
「
団
員
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
、
多
く
の
訓
練
を
重
ね
、

火
災
や
自
然
災
害
な
ど
か
ら
村
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
、
献
身
的
な
活
動
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
」
と
式
辞
。

　

次
に
、
諸
田
団
長
が
、「
皆
さ
ん
の
日
頃
の
努

力
と
、
分
団
の
団
結
力
が
昭
和
村
消
防
団
の
結

激励を受け一年の決意を新たにする消防団員

　

村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は

１
月
24
日
か
ら
三
日
間
、
学
校

給
食
試
食
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
１
月
下
旬
の
「
全

国
学
校
給
食
週
間
」
に
あ
わ
せ
、

地
域
の
人
た
ち
に
お
い
し
く
安

全
な
給
食
を
試
食
し
て
も
ら
い
、

学
校
給
食
へ
の
理
解
と
関
心
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
同
セ
ン

タ
ー
が
実
施
。
今
年
で
10
回
目

を
迎
え
ま
す
。
参
加
者
は
一
食

分
の
給
食
費
260
円
を
支
払
い
、

学
校
給
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
反
町
玲

子
栄
養
士
は
、「
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、地
元
の
野
菜
を
使
っ

た
り
、
煮
物
な
ど
も
作
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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　村社会福祉協議会（金子松二郎会長）は１月28日、災害

時のボランティア活動の知識や技術を習得するため、村地

域活性化センターで災害ボランティア養成講座を開催しま

した。講座には村内から約50人が出席。防災工作体験では、

受講者が新聞紙でスリッパや、キッチンペーパーでマスク

作りを体験。県社会福祉協議会や日本赤十字社県支部の職

員らによる講義、炊き出し体験なども行われました。

災害ボランティア養成講座開催

新聞紙で非常用スリッパ作りを行う参加者

　いちご農園かめハウスでは１月５日、１・

５の日にちなんでいちご狩りをオープン。

新春の味覚を楽しもうと県内外から多くの

人が訪れました。

　また、この日は餅つき体験やつきたての

餅で作ったいちご大福などが振る舞われ、

来場者は旬を迎えた味覚に舌鼓をうってい

ました。

１
イ チ

・５
ゴ

の日にイチゴ狩り

イチゴ狩りを楽しむ来場者

　村教育委員会では１月12日、「昭和村いじめ防止子ども会議」

を公民館多目的ホールで開催しました。

　これは、児童生徒がいじめ防止のための取り組みを進めてい

くとともに、いじめのない学校づくりについて話し合うために

開催されたもの。

　会議では、各校の代表児童生徒が、それぞれ年間を通して

取り組んできた、いじめ防止活動を発表。また、他校の取り組

みに対する情報交換も行い、いじめ防止へ意識を高めていくこ

とを改めて確認しました。

いじめ防止子ども会議を開催

発表を行う代表児童

　生越太鼓（林雄一代表）は昨年11月10日、群馬県庁で群馬県

文化奨励賞を受賞しました。

　これは、生越太鼓が平成15年の結成以来、村内で行われる

様々な行事やイベントにおいて積極的に演奏活動を行い、和太

鼓の鑑賞機会の提供に努めるとともに、和太鼓演奏技術の伝承

を行うなど、村の文化力向上に大きく貢献したことが認められ

たもの。生越太鼓の今後の更なる活躍が期待されます。

生越太鼓が県表彰を受賞

受賞した生越太鼓の皆さん
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　昭和東少年野球クラブは12月27日、

川龍寺を訪ね座禅会を行いました。

　この日は、12人の子どもたちが参加。

呼吸を整えて精神を統一し、座禅を組ん

だり般若心経を唱えたりするなど、日頃

なかなか経験できない貴重な修行体験を

しました。

少年野球で座禅体験

座禅会に参加した子どもたち

輪投げ大会で楽しく交流
　ふれあいいきいきサロンと学童クラブ合同の輪投げ大会が

12月25日、村総合福祉センターで行われました。このイベン

トには、村内各所のサロンと村内３学童クラブから合計95名

が参加。12か所のコートに分かれて輪投げの熱戦を繰り広げ、

６歳から94歳までの、世代を超えた交流の輪が広がりました。

輪投げで交流の輪

　村教育委員会が主催するひまわり大学が１月22日、

村公民館で行われました。

　この日は、村役場職員の関裕子保健師を講師に招き、

「高齢者を支える地域づくり・筋トレで介護予防」と

題し介護予防について学びました。

　講座では、現在、村内各地の「ふれあいいきいきサ

ロン」で行われている筋力トレーニングが、村で普及

していった経緯やその効果について説明があり、後半

は実際に足に重りを付けてトレーニングを体験。参加

者は効果を実感していました。

ひまわり大学で介護予防

トレーニングを体験する参加者

　道の駅「あぐりーむ昭和」では１月14日、

同道の駅隣接のあぐりーむ農園で毎年恒例の

どんど焼きを行いました。

　やぐらには各家庭などから持ち寄られただ

るまやお正月飾りが積まれ、川額八幡宮で宮

司を務める竹内博道さんによるご祈祷の後、

堤村長により午前11時に点火。燃え上がる炎

とともに白い煙が勢いよく立ち昇りました。

　当日は、村内外から約300人が詰めかけ、

どんど焼きの火で体を暖めながら、今年一年

の無病息災を祈りました。また、会場では餅

や甘酒などが来場者に振る舞われました。

道の駅でどんど焼き

勢いよく燃え上がるやぐら
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Ｊ
ア
ラ
ー
ト
配
信
訓
練
を
行
い

ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、防
災
行
政

無
線
よ
り
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す

の
で
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
14
日（
水
）　

午
前

11
時
00
分

「
身
体
が
動
く
と
心
も
動
く
！
」

運
動
教
室
を
行
い
ま
す

保
健
福
祉
課　

内
線
132

　

日
常
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ

る
た
め
の
第
１
歩
と
し
て
『
ス

ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
』の
体
験
教

室
を
開
催
し
ま
す
。運
動
が
好
き

な
方
は
も
ち
ろ
ん
、運
動
が
苦
手

で
も
体
を
動
か
し
た
い
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

春
に
向
か
っ
て
身
も
心
も
軽
く
し

ま
し
ょ
う
。受
講
料
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

３
月
20
日（
火
）

⑴
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

⑵
11
時
00
分
〜
12
時
00
分

■
場
所　

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　

30
名（
１
コ
ー
ス
15
名
）

※
先
着
順

■
対
象
者　

村
内
在
住
者

■
持
ち
物　

運
動
靴
、タ
オ
ル
、飲

み
物
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス

タ
オ
ル

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み　

役
場

保
健
福
祉
課
健
康
係

村
消
防
団
員
を
募
集

総
務
課　

内
線
111

　

昭
和
村
消
防
団
は
「
自
分
の
住

む
村
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い

う
強
い
信
念
の
も
と
、火
災
や
風

水
害
な
ど
の
災
害
か
ら
村
民
の
尊

い
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。地
域
に
密
着
し

た
消
防
団
活
動
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
消
防
団
員
の
身
分　

村
の
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

■
消
防
団
員
の
待
遇　

団
員
に
は

活
動
服
等
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。ま

た
、５
年
以
上
の
従
事
者
に
は
退

職
時
に
勤
務
年
数
に
応
じ
た
報
奨

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
36
回

 

村
民
芸
能
祭
を
開
催

教
育
委
員
会
事
務
局

　

昭
和
村
文
化
協
会
主
催
の
第
36

回
村
民
芸
能
祭
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
11
日（
日
）　

午
前

10
時
00
分
〜

■
会
場　

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　

舞
踊
、カ
ラ
オ
ケ
な
ど

し
ょ
う
わ
映
画
祭

 

を
開
催

教
育
委
員
会
事
務
局

　

昭
和
村
公
民
館
主
催
に
よ
る

「
し
ょ
う
わ
映
画
祭
」を
開
催
し
ま

す
。入
場
料
は
無
料
。

　

ご
家
族
み
な
さ
ん
お
そ
ろ
い
で

是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
14
日（
水
）午
後
７

時
00
分
開
映

■
会
場　

公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
上
映
映
画　
「
こ
の
世
界
の
片

隅
に
」

防
災
行
政
無
線
の

 

訓
練
放
送
に
つ
い
て

総
務
課　

内
線
111

平 成 29 年 分 の 確 定 申 告 の お 知 ら せ
　所得税の確定申告の受付は、２月16日（金）から３月
15日（木）までとなっています。
　期限間近になると大変混雑が予想されます。申告書
はできるだけ早めに提出しましょう。
■受付期間　２月16日（金）～３月15日（木）
　　　　　　※土日祝祭日を除く
■申告会場　沼田税務署
■受付時間　午前８時30分～　
※ 申告書の作成には時間を要しますので、午後２時ご
ろまでにお越しください。

■納 期 限　①現金納付の場合 ３月15日（木）
 ②振替納税の場合 ４月20日（金）
　昨年確定申告をした方で、税務署から「確定申告の
お知らせ」（ハガキ）が届いている方は、そのハガキと
「昨年の申告書の控え」を持参してください。
　「振替納税」を利用すると指定の預金口座から自動的
に納税されますので、期限に遅れる心配がなく、納税
のために金融機関へ出向く必要がないなど、便利・安
全・確実です。

◎申告相談を実施します
　申告の期間中は、次の会場で、申告書作成のための
相談を行います。
　ぜひ、ご利用ください。
■相談期間　２月16日（金）～３月15日（木）
※ 土日祝祭日を除く。ただし、昭和村役場では、３月
４日（日）に受付します。
■相談会場　①沼田税務署
　　　　　　②昭和村役場（２階委員会室）
■相談時間　①沼田税務署 午前９時～午後４時
　　　　　　②昭和村役場 午前９時～午後４時
■問い合わせ　沼田税務署 ☎０２７８－２２－
２１３１（自動音声案内）または役場税務課 ☎０２７８
－２４－５１１１（内線120・121）

確定申告書にマイナンバーの記載が必要となります。
マイナンバーカード、もしくは個人番号通知カードと
免許証等の身分を証明するものをお持ちください。

※ 事業用で太陽光発電を10kw以上所有している方は、沼田税務
署にご相談のうえ、申告してください。



11

広
報 

文
芸

何
処
か
ら
か
聞
こ
え
て
来
る

や
か
る
た
取
り 

花
茂　

喜
右

初
あ
か
り
愚
直
に
生
き
て
早

傘
寿 

杉
木　

哲
二

柚
子
一
つ
足
し
て
浴
せ
り
仕

舞
風
呂 

須
藤　

澄
子

う
た
よ
め
ず
坊
主
め
く
り
や

幼
き
日 

藤
井　

君
枝

杉
の
幹
逢
ふ
て
初
日
の
上
が

り
け
り 

真
下　

章
子

黒
帯
も
負
け
て
育
く
む
寒
稽

古 

梅
沢　

ま
つ

海
凪
ぐ
や
初
夢
積
み
て
宝
船

 

小
林　

仁
作

俳

句

ふ
っ
く
ら
と
娘
の
煮
上
げ
た
る

黒
豆
の
味
見
の
一
粒
手
の
平
に

ぬ
く
し 

倉
沢　

さ
な
へ

四
人
の
子
育
て
て
く
れ
し
義
理

の
母
一
生
呼
び
す
て
に
せ
ず
逝

き
た
ま
ふ 

堤　

あ
さ
江

蒟
蒻
の
冬
囲
ひ
終
へ
さ
さ
や
か

な
今
年
の
農
の
し
め
く
く
り
と

す 

板
橋　

き
み
江

声
高
に
上
毛
カ
ル
タ
を
空
で
読

む
古
稀
と
な
れ
ど
も
今
も
忘
れ

じ 

藤
井　

君
枝

雪
清
む
年
あ
ら
た
ま
り
出
づ
る

日
の
寿
ぐ
歌
を
天
の
は
ら
詠
む

 

青
木　

剛

寒
空
に
心
ふ
さ
ぎ
し
日
も
あ
り

て
部
屋
に
く
ゆ
ら
す
山
桜
の
香

 

林　

千
恵
美

正
月
に
二
つ
重
な
る
お
め
で
た

よ
姪
の
子
の
名
の
早
ば
や
決
ま

る 

和
田　

ひ
と
み

喪
主
と
い
ふ
心
の
重
き
一
週
間

異
国
の
雪
空
見
上
げ
て
ゐ
た
り

 

堤　

み
ゑ

短

歌

３
月
７
日（
水
）に

 
行
政
相
談
所
を
開
設

総
務
課　

内
線
111

　

行
政
相
談
は
、公
正
・
中
立
の

立
場
か
ら
、行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
苦
情
、行
政
の
仕
組
み
や
手

続
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、関
係

行
政
機
関
と
相
談
者
と
の
間
に

立
っ
て
解
決
を
目
差
す
と
と
も

に
、行
政
運
営
の
改
善
に
生
か
す

仕
組
み
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、個
人
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日　

３
月
７
日（
水
）

■
開
設
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時

■
場
所　

公
民
館
研
修
室

■
行
政
相
談
員　

⻆
田
信
明
さ
ん

△

１月号のクイズの答えは、「③戌（いぬ）」
でした。当選者は次のとおりです（敬称略）。
おめでとうございます。

★竹之内　一　宝（13歳）伏　　　田
★根　立　光　雄（63歳）田　　　岸
★小　林　奈　央（13歳）森　下　下

　１月７日、第60回成人式が村公民館
で行われ、新成人が晴れの門出を祝い
ました。それでは問題です。この式に特
別ゲストとしてサプライズ登場した芸
能人は誰でしょうか？（敬称略）
①なべおさみ
②なべやかん
③ダンカン
④大森うたえもん

▲

村に住んでいる人・勤めている人ならどなたで
も応募できます。

▲

賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。

▲

締
め切り＝３月５日（月）。

▲

発表＝「広報しょうわ」
３月号。

▲

答えは必ずハガキに書き、下記要領で
応募してください。

応募規定

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

クイズ
キャッチボール

　健康寄席で高い評価を受けている林家錦平師匠による『健
康落語会』を開催します。おなかをかかえて大笑いすること
間違いなし、楽しいひとときをお過ごしください。

日　時　３月23日（金）
　　　　13:30～14:40（開場13:00）
会　場　村公民館多目的ホール

講　師　落語家 林家 錦平 師匠（初代林家三平一門）
参加費　無料
申込み　お申し込みは不要です。
　　　　当日、直接会場へお越しください。

■問い合せ　役場保健福祉課　健康係　内線132

たくさん笑って健康になろう！

健康落語会のご案内
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広く村民の皆さんに呼びかけたいことがあり

ましたら、このページをご利用ください。

information

おまわりさんからのお知らせおまわりさんからのお知らせ

自
動
車
税
は
口
座
振
替
で

◆
県
自
動
車
税
事
務
所

　

う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て
も

安
心
・
便
利
・
確
実
で
す
。
申
込

み
は
、県
内
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
は
除
く
）・
行
政
県
税
事
務

所
・
自
動
車
税
事
務
所
・
市
町
村

窓
口
に
あ
る
申
込
ハ
ガ
キ
に
記
入

し
て
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
く
だ
さ

い（
２
月
末
必
着
）。
※
軽
自
動
車

税
は
、
役
場
税
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

群
馬
県
自
動
車

税
事
務
所　

☎
０
２
７

－
２
６
３

－

４
３
４
３

初
心
運
転
者
の

 

交
通
事
故
防
止

◆
群
馬
県
警
察
本
部

　

初
心
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

交
差
点
で
は　

停
止
線
の
手
前
で

し
っ
か
り
止
ま
り
、
交
差
す
る
道

路
の
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

追
突
事
故
防
止
の
た
め
に　

運
転

中
は
、
安
全
確
認
と
運
転
操
作
に

集
中
し
、
脇
見
運
転
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
走
行
中
は
制
限
速
度
を

守
り
、
車
間
距
離
を
十
分
空
け
ま

し
ょ
う
。

運
転
中
の
携
帯
電
話
な
ど
の
使
用

禁
止　

運
転
中
の
携
帯
電
話
の
操

作
や
通
話
大
変
危
険
な
行
為
で
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

初
心
運
転
者
の
方
へ　

普
通
免
許

を
取
得
し
て
す
ぐ
に
、
進
学
や
就

職
な
ど
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た

中
で
車
を
使
用
し
始
め
る
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
車
に
乗
る
時
は

運
転
に
集
中
す
る
と
と
も
に
、
交

通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

群
馬
県
警
察
本

部
交
通
企
画
課　

☎
０
２
７

－

２

４
３

－

０
１
１
０

昭
和
村
ふ
る
さ
と

 

歴
史
文
化
講
座
を
開
催

◆
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
は
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
「
ふ
る
さ
と
昭

和
・
群
馬
」
の
歴
史
文
化
を
再
発

見
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、

第
十
六
回
ふ
る
さ
と
歴
史
文
化
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無

料
。
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す

（
村
外
の
方
も
可
）。

▼
日
時　

３
月
10
日（
土
）午
後
１

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
会
場　

役
場
第
三
会
議
室

▼
演
題　
「
馬
で
つ
な
が
る
古
墳
時

代
の
昭
和
村
と
金
井
東
裏
遺
跡
」

▼
講
師　

右
島
和
夫
先
生（
群
馬

県
立
歴
史
博
物
館
長
、
群
馬
県
古

墳
文
化
研
究
の
第
一
人
者
で
す
）

▼
申
込
期
限　

３
月
６
日（
火
）

▼
申
し
込
み　

役
場
企
画
課　

☎

２
４

－
５
１
１
１

県
民
音
楽
の
ひ
ろ
ば

 

沼
田
公
演

◆
利
根
沼
田
文
化
会
館

　

利
根
沼
田
文
化
会
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
記
念
公
演
と
し
て
群
響
特
別

演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
31
日（
土
）午
後
２

時
開
演（
１
時
30
分
開
場
）

▼
会
場　

利
根
沼
田
文
化
会
館

▼
出
演　

指
揮
・
角
田
綱
亮
、ピ
ア

ノ
・
菊
池
洋
子
、管
弦
楽
・
群
馬
交

響
楽
団

▼
曲
目　

ウ
ェ
ー
バ
ー
／
歌
劇｢

オ

ベ
ロ
ン｣
序
曲
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

／
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
ハ
長
調
、

シ
ュ
ー
マ
ン
／
交
響
曲
第
１
番
変

ロ
長
調
「
春
」

▼
定
員　

９
６
２
人（
先
着
順
）

▼
入
場
料　

一
般
＝
２
千
円
、
高

校
生
以
下
＝
５
０
０
円

※
全
席
自
由
、
未
就
学
児
の
入
場

は
不
可

▼
問
い
合
わ
せ
・
入
場
券
販
売　

■期日　平成30年３月４日（日）
■時間　午後１時から午後４時30分
■会場　群馬県警察学校（前橋市元総社町）
■ 内容　採用試験概要説明、施設見学、訓練見学、体験、警察官と
のフリートーク　※内容は変更になる場合があります。
■ 対象　警察官採用試験の受験を考えている高校生以上の方（33歳
未満まで）
■定員　100人程度（先着順）
■申込期間　１月25日（木）～２月28日（水）午後５時15分まで
■ 申込方法　電話：県警採用フリーダイヤル0120・449803（平日
８時30分～17時15分）　電子申請：群馬県警ホームページの採用
イベント情報内（24時間受付）
※ 詳細は県警ホームページ（http://www.police.pref.gunma.jp）にも掲
載されています。

　冬は、積雪や道路の凍結によるスリップ事故の多発が懸念されます。
　特に次のことに注意して、交通事故を防止しましょう。
○視界を確保してから運転しましょう。
　 　朝、フロントガラスが凍っていることはありませんか？フロントガラス
の霜や氷を融かさずに運転すると周りがよく見えずとても危険です。急
いでいても、前後左右の視界を十分確保してから運転を始めましょう。
○スタッドレスタイヤ等の装着をしましょう。
　 　雪道などを走行するときは、スタッドレスタイヤを装着するか、タイヤ
チェーンを正しく装着しましょう。道路上での装着作業は、交通事故に
もつながるおそれがあり大変危険ですので絶対にやめましょう。また、
平野部にお住まいの方も道路の凍結や降雪に備えて、早めにスタッドレ
スタイヤに交換しておきましょう。
○雪道等は運転操作を慎重に行いましょう。
　 　雪道や凍結した道路は、大変滑りやすく危険です。スタッドレスタイヤ
を装着していても油断は禁物、急発進、急ブレーキ、急ハンドル、など“急”
のつく動作はスリップの原因になります。エンジンブレーキを使用するな
ど、速度を抑え、運転操作を慎重に行い交通事故を防止しましょう。

◎警察学校オープンキャンパスの参加者募集◎ ◎冬特有の交通事故防止◎
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特設人権相談所
　家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じます。
◆日時：３月７日（水）午後１時30分
～４時　◆会場：役場会議室

こころの相談
　｢眠れない｣、｢イライラして落ち
着かない」など、心に悩みを持つ
人はご相談ください。専門家が相
談に応じます。◆日時：毎月第１
水曜日午後、毎月第２・第４水曜
日午前　◆会場：沼田保健福祉事
務所☎２３－２１８５　※詳しく
はお問い合わせください。

女性相談センター
　パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時　◆相談専用電話：
☎０２７－２６１－４４６６

わが村の人口
人　口　7,435人 〔337人〕 （－15）
　男　　3,725人 〔150人〕 （－11）
　女　　3,710人 〔187人〕 （－４）
世帯数　2,657世帯 （－10）
〔外国人のみ292世帯・混合29世帯〕
※（ ）は前月比〔 〕は外国人の内数

１月末日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.14 平方キロメートル

そうだんがいど

今・月・の・納・期
　固定資産税４期、国民健康保険
税９期、介護保険料６期、後期高
齢者医療保険料６期、保育料２月
分、学校給食費２月分は、２月28
日（水）が納期です。納期内納付に
ご協力ください。

FM  OZE行政情報番組

とれたて情報昭和村
放送日：毎週土・日

　　　　午前９時50分～10時

タイトルコール：村民の皆さん

窓
口
窓
口で

す

※ 

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

１
月
届
出
分

う
ぶ
ご
ええええ

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

吹　

張

鈴す
ず
き木　

綾あ
や
の乃
ち
ゃ
ん

　

祥
菜
々
美

さ
ん
の
子
１
月
６
日
生

根　

岸

古こ

み味　

葵
あ
お
い
ち
ゃ
ん

　

光
佑　

佳

さ
ん
の
子
１
月
19
日
生

滝　

寺

竹た
け
の
う
ち

之
内　

悠ゆ
う
と人
く
ん

三　

幸

千　

春

さ
ん
の
子
１
月
22
日
生

お
く
や
みみみみ

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

利
根
沼
田
文
化
会
館　

☎
０
２
７

８

－

２
４

－

２
９
３
５

ぐ
ん
ま
天
文
台

 

「
星
空
さ
ん
ぽ
」

◆
ぐ
ん
ま
天
文
台

　

星
空
観
賞
に
役
立
つ
目
印
や
星

座
の
探
し
方
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
17
日（
土
）午
後
７

時
〜
９
時
30
分

▼
会
場　

県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台

（
高
山
村
中
山
）

▼
費
用　

無
料（
入
館
料
の
み
）

▼
入
館
料　

一
般
＝
３
０
０
円
、

大
学
・
高
校
生
＝
２
０
０
円
、
中

学
生
以
下
＝
無
料

▼
申
し
込
み
方
法　

当
日
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
歩
行

が
困
難
な
人
は
、
当
館
の
駐
車
場

と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
ぐ
ん
ま

天
文
台　

☎
０
２
７
９

－

７
０

－

５
３
０
０

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る

課
程
）に
在
学
す
る
学
生
等
で
、

ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算

式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年

度
も
在
学
予
定
で
あ
る
場
合
は
、

４
月
は
じ
め
に
再
申
請
の
用
紙
が

届
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
学
生

納
付
特
例
制
度
の
申
請
を
ご
希
望

の
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
年
金
事
務
所

０
２
７
９

－

２
２

－

１
６
０
７
ま

た
は
役
場
総
務
課
住
民
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
所
得
の
め
や
す
】

　

118
万
円
＋

　
（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

赤　

谷

戸
田　

一
三
さ
ん

84
歳　

12
月
31
日
没

追　

分

加
藤　

つ
る
さ
ん

94
歳　

１
月
３
日
没

永
井
下

稲
村　

喜
八
さ
ん

85
歳　

１
月
４
日
没

滝
久
保

仲
村　

三
郎
さ
ん

89
歳　

１
月
５
日
没

中
野
下

星
野　

三
郎
さ
ん

87
歳　

１
月
12
日
没

入　

沢

飯
塚　

政
信
さ
ん

58
歳　

１
月
13
日
没

追　

分

後
藤　

芳
男
さ
ん

79
歳　

１
月
15
日
没

生　

越

林　

シ
ノ
ブ
さ
ん

70
歳　

１
月
17
日
没

追　

分

湯
澤　

保
さ
ん

63
歳　

１
月
18
日
没

赤
城
原

第　

一

加
藤　

信
一
さ
ん

60
歳　

１
月
20
日
没

吹　

張

和
南
城　

き
の
江
さ
ん

93
歳　

１
月
30
日
没
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スポーツで冬を熱く
寒稽古の成果を披露
第39回柔道大会

竹刀に気迫を込めて
第41回剣道大会

羽のついたボールで熱戦
第22回インディアカ大会

村柔道部（兵藤武志部長）では１月８日から

13日までの６日間、寒稽古を実施し、保育園

児から大人までの精鋭が参加しました。

また、１月14日には第39回柔道大会を昭

和中学校柔道場で開催しました。

大会は、参加した保育園児から中学生まで

の児童生徒13人が、それぞれ寒稽古で鍛えた

技の成果を競い合い、白熱した試合を繰り広

げました。

村剣道連盟（新木茂会長）主管の第41回村民

剣道大会が１月14日、昭和中学校剣道場で開

催されました。

同部では大会に先立ち、１月８日から13日

までの６日間、寒稽古を実施。剣士たちが元

気に参加しました。

大会は、小学生の部、中学生男子の部、中

学生女子の部でそれぞれ稽古の成果を競い合

い、剣道場には子どもたちの気合いの入った

かけ声が響き渡っていました。

村インディアカ部（綿貫誠治部長）主管の第22回イ

ンディアカ大会が１月21日、社会体育館で行われま

した。大会は女子の部に10チーム、混合の部に14

チーム、およそ124人が参加。

インディアカは、赤い羽根のついたボールを相手

コートに打ち合う、１チーム４人で行うバレーボー

ルに似た競技。参加者は優勝を目指して熱戦を繰り

広げました。 大会結果　▶女子の部　優勝：川額ポンデリング
　　　　　▶混合の部　優勝：菜の花Ｃ

大会結果（敬称略） 優　勝 準優勝 第三位

小学生

低学年の部 新田　美瑛 岩田カマル 徳江　文禮
中学年の部 新田　　旭 徳江　郁水 －

高学年男子の部 八木　健斗 後藤　　仁 －
高学年女子の部 後藤　美樹 － －

中学生
１年生 藤井　　瞳 － －
２年生 加藤　翔太 廣田　隼人 飯塚　　優

大会結果（敬称略） 優　勝 準優勝 第三位

小学生
中学年の部 須田　里桜 須田　琉菜 松井　快斗
高学年の部 松井　月葉 櫻澤　るる －

中学生
男子 渡辺　　匠 櫻澤　　真 桑山　貴光、関上　和真
女子 池田　未咲 須田　　蘭 －

鍛えた技の応酬鍛えた技の応酬

気迫の込もった打ち合い気迫の込もった打ち合い

迫力ある空中戦迫力ある空中戦
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横浜市と交流しています
横浜市でこんにゃく作り体験教室

横浜市の小学校給食に昭和村のこんにゃくが登場

村では12月17日、横浜市こども植物園研
修室でこんにゃく作り体験教室を実施しまし
た。これは、平成25年10月に友好交流協定
を締結した横浜市との交流事業の一環として
行われたものです。
こんにゃく作り体験教室には、公募による

抽選で選ばれた18組36名の小学生と保護者
が参加。村から加藤英子さん、野田清美さん、
新木ふみさん、遠藤初代さんの4人が講師と
なり、（公財）横浜市緑の協会、横浜市職員の
方々のご協力をいただいて行われました。
参加者は、こんにゃく芋をミキサーにかけ

て練り込み、手作りこんにゃくができるまで
の作業を体験。力と根気がいる作業もありま
したが、親子や参加者同士で協力し、楽しみ
ながら作ることができました。出来上がった
こんにゃくは味噌などを付けて試食。「おい
しい」という声がたくさんあがりました。
このほか、昭和村フォトコンテスト入賞作

品の展示や、昭和村やこんにゃくに関するク
イズなども行い、参加者の皆さんに昭和村を
より深く、より身近に知っていただけたイベ
ントとなりました。

横浜市立小机小学校（児童617名）では、12
月19日の給食に昭和村産の生芋こんにゃくと、
地元小机町産の聖護院大根を使った和風煮物
のメニューが登場しました。
同校6年生は、赤城林間学園を訪れた際に
村長からこんにゃく芋を譲り受けたことを
きっかけに、小学校の畑でのこんにゃく芋の
栽培や、最寄駅にてこんにゃくのPR、生芋か
らのこんにゃくづくりなど様々な活動を行っ
てきました。今回の給食は、同校からの「給
食でも昭和村と小学校のつながりを感じられ
るメニューを作りたい」との相談から実現し
ました。
給食を食べた児童からは「味がよくしみて

おいしかった」「普段食べるこんにゃくと比べ
て色が白くてやわらかかった」との声があが
りました。同校栄養教諭の高原早苗先生は「以
前食べた昭和村の生芋こんにゃくが大変おい
しく、子どもたちにも普段食べているこんにゃ
くとの違いや、そのおいしさを届けられて嬉
しく思います」、田代千佳子校長先生は「これ
をきっかけに昭和村と横浜市との交流がます
ます深まればと思います」と語りました。

できたてを試食できたてを試食

こんにゃく作りを楽しむ参加者こんにゃく作りを楽しむ参加者

講師の皆さん講師の皆さん

昭和村の生芋こんにゃくが使われた特別メニュー（中央）昭和村の生芋こんにゃくが使われた特別メニュー（中央）

給食室前に展示・紹介されました給食室前に展示・紹介されました 生芋こんにゃくを触る児童生芋こんにゃくを触る児童
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地域包括支援センターだより
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村
公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

事例別 病気、けが、緊急事態と危機管理1
五十嵐 哲也 ほか（著）
少年写真新聞社

か「」く「」し「」ご「」と「
住野 よる（著）
新潮社

大相撲の解剖図鑑
第三十四代 木村 庄之助（監修）,伊藤 勝治（監修）

エクスナレッジ

いのちの車窓から
星野 源（著）
KADOKAWA

　ドラマ「逃げ恥」、「真田
丸」、大ヒット曲「恋」など、
怒濤のかけ上がりを見せた
星野源の面白さと、哲学の
すべてを注ぎ込んだ、誠意
あふれるエッセイ集。

ホイッパーウィル川の伝説
キャシー・アッペルト＆アリスン・マギー（著）

あすなろ書房

第９分団分団長

石井　孝浩さん

はばたけ!昭和村消防団はばたけ!昭和村消防団
「
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
」

　

第
九
分
団
は
、主
に
中
野
・
大

河
原
・
長
者
久
保
・
追
分
・
赤
谷

地
区
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

赤
城
山
船
ヶ
鼻
登
山
道
に
も
隣
接

し
て
お
り
、広
範
囲
に
わ
た
り
活

動
し
て
い
ま
す
。現
在
団
員
は
、20

代
か
ら
40
代
の
37
名
が
所
属
し
て

お
り
、日
頃
か
ら
防
火
防
災
活
動

に
努
め
、火
災
・
災
害
発
生
時
に
は

迅
速
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
備
え

て
い
ま
す
。ま
た
、大
河
原
小
学
校

を
は
じ
め
地
域
行
事
に
も
参
加

し
、地
元
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も

深
め
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、現
在
第
九
分
団
で
は
、

平
成
30
年
度
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大

会
の
出
場
に
向
け
て
、練
習
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、

消
防
団
員
の
ご
家
族
様
を
は
じ
め

地
元
の
皆
様
、さ
ら
に
は
昭
和
村

の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、何
と
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

地域包括支援センターはサロンを応援しています！

実践！介護予防  みんなで楽しくらくらく筋トレ体操♪
　今月は 『レタスサロン』 を紹介します。

■場所　大河原住民センター
■日時　毎週（火）　午後２：00～

☆ここが私たちの魅力☆
○ お茶の時間の豪華な料理が一番の自慢!愛情たっぷり
の手作り料理がテーブルにたくさん並ぶ。「みんな料
理人」「いつもとってもおいしい」と絶賛の声。おい
しい料理に会話も弾み、楽しい時間を過ごしている。

○ 筋トレ体操は重りをつけて２回行い、健口体操にも
しっかりと取り組んでいる。筋トレ体操中には、お
互いに近況報告しあっている。「口の体操も兼ねてる
から」と笑いあい、体操中も明るい声が響く。

○ レタスサロンの「レタス」は、朝採りレタスが盛ん
な地域だからとのこと。

 みんなの声 
• まじめにやっている • 転んだという話を誰からも聞
かない • みんなに会えると楽しい • 手作り料理がお
いしい • お茶の時間が好き • もっと集まってくれる
といいなぁなど

「毎回楽しいです♪」と笑顔の皆さん「毎回楽しいです♪」と笑顔の皆さん
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ふるさと昭和ふるさと昭和   ～歴史を訪ねて～～歴史を訪ねて～

「
地
元
に
帰
っ
て
き
て
」

　

私
は
高
校
卒
業
後
、
神
奈
川
に
あ
る
農
大
へ
進
学
し
、
四
年
間

一
人
暮
ら
し
を
し
た
の
ち
、
家
業
の
農
業
を
す
る
た
め
地
元
昭
和

村
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
も
ち
ろ
ん
、
農
学
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ

実
際
に
や
ろ
う
と
な
る
と
な
か
な
か
勝
手
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
先

に
家
に
入
っ
た
周
り
の
同
級
生
や
先
輩
、
後
輩
は
も
う
ベ
テ
ラ
ン

の
様
に
見
え
、
自
分
の
未
熟
さ
に
気
付
か
さ
れ
、
同
時
に
経
験
が

も
の
を
言
う
仕
事
だ
な
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
ざ
帰
っ
て
き
て
み
る
と
中
学
高
校
で
一
緒
に
卓
球
を

し
て
き
た
仲
間
が
大
勢
残
っ
て
お
り
、
当
時
の
よ
う
に
楽
し
く
卓

球
が
で
き
る
だ
け
で
、
と
て
も
幸
せ
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

帰
っ
て
き
て
早
く
も
一
年
が
経
ち
、
仕
事
も
ワ
ン
シ
ー
ズ
ン
を

終
え
ま
し
た
が
、
朝
が
弱
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
正
直
し
ん
ど
か
っ

た
で
す
。
で
も
、
小
さ
い
頃
か
ら
一
緒
だ
っ
た
畑
仕
事
は
嫌
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。昭
和
村
は
卓
球
も
農
業
も
盛
ん
な
村
で
す
。

ど
ち
ら
も
末
永
く
続
け
て
い
き
、
村
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇
◇
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
林　

宏
幸
さ
ん（
22
歳
・
池
原
）で
す
。

竹之内　大輝さん

（23歳・伏田）

第63回

　

本
村
の
、明
治
時
代
以
降
に
活
躍

し
た
人
物
は
、
広
報
で
も
紹
介
し
て

き
ま
し
た
が
、
ま
だ
多
く
の
優
れ
た

人
物
が
い
ま
す
。
今
回
は
、
旧
赤
城

根
村
生
越
の
林
貞
次
郎
翁
を
紹
介

し
ま
す
。
左
の
写
真
は
旧
生
越
分
校

跡
の
記
念
碑
で
す
。

　

貞
次
郎
翁
は
、
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）に
林
惣そ

う

左ざ

衛え

門も
ん

の
次
男

と
し
て
生
ま
れ
、近
く
に
居
を
構
え
、

當と
う

住じ
ゅ
うと
村
人
は
呼
ん
で
い
る
。
後の
ち

、

翁
は
長
女
し
ま
女
と
別
に
住
み
、
隠

居
と
言
わ
れ
二
家
は
現げ
ん

存ぞ
ん

し
今
日

ま
で
続
い
て
い
る
。

　

翁
は
自
信
と
勇
気
に
溢あ
ふ

れ
、光こ
う

明め
い

正せ
い

大だ
い

、事こ
と

に
あ
た
る
は
大だ
い

胆た
ん

に
し
て
、

寛か
ん

容よ
う

終
し
ゅ
う

始し

奉ほ
う

公こ
う

の
誠
を
尽
し
、
私

心
も
野
心
も
抱い
だ

か
ず
、
人
民
村
民
の

た
め
の
新
し
き
事
業
に
、
情
熱
を
燃

や
し
続
け
た
。

　

そ
の
先
進
的
な
足そ
く

跡せ
き

の
幾
つ
か

を
ひ
も
と
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

翁
は
、
耕
地
の
拡
張
と
そ
の
周
辺

道
路
の
整
備
、
ひ
い
て
は
郷
土
の
発

展
を
念
頭
に
意
を
注
い
だ
。

　

養
蚕
の
桑
木
栽
培
の
研
究
、
特
に

蚕
種
の
改
良
に
は
全
国
に
先さ
き

駆が

け

本
県
多
野
郡
、
信
州
に
出
向
い
て
改

良
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

更
に
製
糸
業
に
も
目
を
向
け
、明

治
の
は
じ
め
に
沼
田
製
糸
合
資
会

社
を
立
ち
上
げ
、
推
さ
れ
て
社
長
に

就
任
。こ
れ
は
郡
内
機
械
製
糸
業
の

最
初
で
あ
る
。

　

ま
た
、跡
継
ぎ
の
助
次
郎
氏
と
馬

の
改
良
増
殖
に
取
組
、青
森
県
七し
ち

戸の
へ

に
牡ぼ

馬ば

数
十
頭
を
求
め
帰
り
、明
治

二
十
五
年
同
志
と
協
議
、根
利
牧
場

や
二
本
楢
牧
場
を
開
場
し
、
社
長
に

就
任
し
て
い
る
。

　

最
終
的
に
実
現
を
見
な
か
っ
た

が
、
水
の
乏
し
い
故
郷
の
赤
城
大
地

を
潤
そ
う
と
、赤
城
大
沼
の
水
を
活

用
し
た
壮
大
な
計
画
を
立
案
し
、県

に
提
出
し
て
い
る
。

　

翁
は
、ま
た
農
業
振
興
だ
け
で
な

く
学
校
教
育
・
社
会
教
育
に
も
力

を
発
揮
し
、
人
づ
く
り
に
大
き
な
功

績
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
業
績

が
国
等
に
認
め
ら
れ
、賞
を
受
け
た
。

八
十
二
歳
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

 

参
照　

わ
が
赤
城
根
村

林　

貞
次
郎
翁お

う

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

 

事
務
局
長　

島
田　

民
夫

次回登場者紹介

中学校からの仲の良い友人です。また飲みに行きましょう！
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